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フランス文学 と漢文学 との出会 い(そ の六)

ジ ュ デ ィ ヅ ト・ゴ ー チ ェ の 中 国 詩 翻 訳 〔1〕

森 英 樹

序 章

 テ オ フィール ・ゴーチ ェの長 女 ジ ュデ ィ ッ ト・ゴーチ ェ(Judith Gautier，

1845-1917)が1867年 に 出 した中 国詩 の仏訳選 集 『白玉詩 書』(Le Livre de

Jade)は 、 デル ヴ ェ ・ド ・サソ ・ドニ(D'Hervey de Saint-Denys)の 『唐

代 詩集』(Po駸ies de l'駱oque des Thang，1862)に 次 いで現 れた中 国古典詩

の フ ランス語訳 であ る。 この翻 訳 はP・ ヴ ェル レー ヌ、A・ フラソス、 レ ミ・

ド ・グール モンな どの称賛 を得 て、初版 の部数 は少 なかった もの のその題 名

は広 く世 に知 られ 、やが て ドイッ語訳(1873年)、 イ タ リア語訳(1882年)、

英語 訳(1919年)、 ポル トガル語 訳(1890年)な どに も転 訳 され て、当 時 の

ヨー ロッパの文壇 に中国詩 の風趣 の一端 を伝 えたので あ った。

 そ の後 ドイツや イギ リスな どに現れ た種hの 中国詩欧文訳 は、 しぼ ら くは

主 と して まず このデル ヴ ェとジュデ ィ ッ トの訳業 に拠 ったので あ る。

 このジ ュデ ィッ ト ・ゴーチ ェにはほかに また 多数 の中国小説や戯 曲の翻訳

翻 案が あ り、 さらに 日本 の古 典 和 歌 集 の抄 訳 『蜻 蛉 集』(Po鑪es de la

Libellule，1885)が 知 られてい る。彼 女に はまた18世 紀 フランス治下 の イン

ドを扱 った小説 やア ラブに取 材 した ノベル集 な どもある。

 彼 女 の 生涯 につ い て は、彼 女 自身 に 自伝 が あ り(→ 《Le Collier des

jours))KLe Second Rang du Collier))((Le Troisi鑪e Rang du Collier)))，

ま たすで にかな り詳細 な伝記 的研究 もあ って、その著作 目録や研究文 献 目録
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も整 理 されて いる(→Denise Brahim《Th駮phile et Judith vont en Ori-

ent》1990. Joanna Richardson《Judith Gautier， A Biography》1986.こ の

リチ ャー ドソン著 巻末 の 《Select Bibliography》 な ど)。

 し か しその作 品を対象 に した分析的研 究 はまだ本格的 な仕 事が な されて い

ない し、 と りわ け この 《Le Livre de Jade》 の モ ノグ ラフィはいまだ顕 著：な

ものを 目に しない。

 本 書 のモ ノグ ラフィが まだ存 在 しない ことには、次の よ うな理 由が考 えら

れ る。

1)ま ず この訳詩 集が拠 った出典の問題 で ある。す なわ ち中国詩 の翻訳 にお

いて彼 女が いかな る底本 に拠 ったか な どの原典へ の ヒソ トが、上記 の伝 記的

研究 な どに よって もまった く知 られ ない ことで あ る。

2)つ ぎに仏訳 された作品 の原詩 を 同定 しがた い ことで あ る。 こ こでは中国

詩人 の名 前 も曖昧 な ローマ字表 記で示 され、対応 す る漢字 の音訳 に もしぼ し

ぼ誤綴 があ って漢字 への還元 に労力 を要す るこ とであ る。 また訳詩 の タイ ト

ルや 内容 自体 に もしぼ しぼ 自由な翻案や創 作的変 奏が な されて いて、原詩 の

検索 をい っそ う困 難 に して い る。た と えば “Tchan-Tiou-Lin” “Thou-sin-

Yu” な どの詩人 名が あ らわ れ る。 これ はそれ ぞれ張 九齢 、杜 審 言 の こ とで

あ る。 また李 白の詩 に “Fleur d馭endue” とか “L'auberge” な どの タ イ ト

ル があ らわれ る。 前者 は “緑水 曲”、後 者 は “静夜 思” の意 訳 タイ トル で あ

る。 これ らを確認 す るた めには まず訳詩 を よ く読 み込 んで、 さ らには中国古

典詩 の広 大 な原典 の なかを渉 猟 しなけれ ぽな らない。

 これ らはほんの一例で あ り詳 細 は後述 に譲 るが、要す るに 『白玉詩 書』 は

原詩へ の遡 源 が きわめ て困難 な翻訳詩 集で ある。 原詩 の検索 がで きなけれ ば、

これ を翻 訳作 品 として分析す るこ とが不 可能 であ るの は無論 、独立 した文学

作品 として評価 す るにも一種 曖昧 な態度 を強 い られ ざるを得 ない。

3)そ れ にこの訳業 が、文学 的 には一定 の成功 を収め且つ ヨー ロッパの詩壇

に一定 の注 目すべ き影響 を与 えた のは確 かだ が、その中 国研 究 に関 して言 え

ぽ学 問的 な信頼性 が いささか薄弱 であ るとい うことで あ る。

 た しか に 『白玉詩 書』 や 『蜻蛉 集』 に は一 種 の詩 的 魅 力 が あ り、 これ に
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よ っ て彼女 は19世 紀詩壇 に名 をつ らね る詩 人 として認 め られ る。 いわ ぽ彼 女

は パ ル ナ ッシ ア ン の 一 人 と し て 数 え て よ い 存 在 で あ る(→Robert

Sabatier：La Po駸ie du 19e si鐵le，2.， p.552)。 しか しデル ヴ ェの よ うなシ ノ

ロジ ス トと して の名 を与 える こ とには躊 躇 が あ る。要す るに この 『白玉詩

書』 は比較文学研 究 の対 象 と しては、 きわ めて扱 いに くい存在 であ る。

 本 稿 は 《Le Livre de Jade》 の モ ノグラフ ィの素描 であ る。わ た くしは本

書 の増補 版(1928年 版)が 収め る約100首 の訳 詩 の フランス語 と、 『詩 経』 か

ら清代 にいた る中国歴代詩 の広 大 な空 間の間 を、 しぼ しぼ徒 労 の多 い迷路 の

なか に さ迷 いなが ら、 こもごも往復 し彷 徨 した。 そ して訳詩 の ほぼ半 数 ほ ど

の原詩 を検索 し得 た。 も し くは推定 し、憶測す ることが で きた。

 以 下 これ に拠 って ジ ュデ ィ ッ トの中国詩 翻訳 の内容 お よび手法 につい て述

べ てみ たい と思 う。 なお 《Le Livre de Jade》 の 書名 には “硬玉 の書 ”の邦

訳 を当て るこ とがわが国 ではすで に定着 している よ うであるが、わ た くしは

初版 本 の見 返 しに刻 され た “白玉詩 書” の書名 を もちい る ことにす る。(75

頁 写 真参 照。)

第一章 『白玉詩書』の成立

1=協 力 者 テ ィ ン ・ ト ゥ ン ・ リ ン

 伝 記 的事 実の叙述 は こ こでの主要 目的 で はな く、 また この領：域に何 か新た

な事実 を提供 し よ うとい うので もない。 ただ この訳 詩集 が成立 した経緯 につ

い ては簡単 に紹 介 して お く必 要 が あ るだ ろ う。 以下 この章 の叙 述 は上掲 の

ジュデ ィ ッ トの 回想 録 《Colliers des jours》 、 な らび に ブ ラ ヒ ムお よ び リ

チ ャー ドソソに よる伝 記研究 、それ に ミンデンの論 文(Stephan Von Min-

den， Une exp駻ience d'exotisme v馗u： ”le Chinois de Th駮phile Gautier'；in

「Bulletin de la soci騁餤h駮phile Gautier， tome I」)に 拠 った もので ある。
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 彼 女 の訳業 には “Tin-Tun-Ling” な るひ と りの中 国人 がか かわ っていた。

ジ ュデ ィッ トが18歳 の ときかれ は この少女 の中国語 の家 庭教師 とな った。 も

し このテ ィソ・トゥソ・リン(丁 敦齢)な る人物 が いなか った ら、 『白玉詩 書』

は成立 しなか った はず であ る。何故 な ら彼女 が中国詩 の翻訳 を手 が けだ した

のがそ の頃、つ ま り1863年 頃 であ る として も、 『白玉 詩書 』 は1866年 に はお

おかた出来上 が って いた らしいか ら、その間わ ずか4年 ほ どの期 間 しか経 て

いない。た かだか4、5年 の中国語 の研 究 にい った い どれほ どの成果 が期待

で きるであ ろ うか? す なわち本書 の成立 には この協力者 が欠 かす ことの で

きない存 在で あ ったの であ る。

 テ ィン ・トゥン ・リンがは じめ て ゴーチ ェ家 を訪 れ て きたの は1862年 、 彼

女 が17歳 の時 であ った。 それは斜視 の小 さい顔 を した 中国人で あ った。 かれ

は 口ひげを生や し、パ イ ロッ トが付 け るよ うな大 きな眼鏡 をか けていた。肩

の後 ろに束ね て垂 らした髪 は、紺色 のズ ボソの ところまで届 くよ うな長 さで

ある。青 服 に黒 の ヴェス トを まとった痩 せ形 の、年 齢 は30位 の男 であ る。足

には白いサ ンダルを履 いていた。 かれは また赤 い ボタンのついた繻 子の帽子

(calotte)を か ぶ っていた。そ して これ は絶 対取 らない のが 自分 の国 の礼儀

だ とい って いた(78頁 写 真参 照。)

 この男が父 テオ フ ィールの委託 に よって ジ ュデ ィ ッ トに中国語 を教 ，xるこ

と に な った。 か れ はLongchamp通 り の 人 混 み 界 隈 に 近 いMauvaises-

Paroles街 の 小部屋 に住 んでいて、昼飯 が終 わ る とや って来た。 いつ も小脇

に花模様 の傘 をかか>xて い る。本国 か ら持 って きた ものだ とい う。

 ジ ュデ ィッ トが聞 くと ころで は、 テ ィンはマ カ オの司教Calley閣 下 の命

によって中仏辞書編纂 のた めに派遣 された。 ところがそ の司教が急逝 したた

め失 職 して しま った。パ リの路 頭 に迷 って いた ときClermont-Ganneauな

る ものの斡 旋 に よってNeuillyに 赴 いた。 ところが この地 で もまた糊 口の資

を得 るす べ な く路頭 に漂泊す る羽 目にな って しまい、 ……そ してその後 の こ

とは忘 れて しまった と。

 あ るいは また言 う。 かれ はナポ レオ ン3世 の命 に よって渡仏 して きた。 コ

レージ ュ ・ド ・フランスの正教 授Stanislas Julienの 助 手 となるはず だ った。



ジ ュデ イ ッ ト ・ゴー チ ェの 中 国詩 翻 訳 〔1〕 75

白 玉 詩 書

LF，

LIVRE DE JADE

      PAR

JUDITH WALTER

弱

蘯
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ρ
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獅

脚

課點 罅7

       PARIS

ALPHONSE LEMERRE EDITEUR

    47，Passage Choiseul，47

      M.DCCC LXV11

写 真1 《Le Livre de Jade》 初 版 、見 返 し。 本塾 三 田 図 書館 蔵 。
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しか しその職 を解雇 された のだ とい う。

 テ ィソは言 う、 あの ジュ リア ン教授 は中国語 を少 しも解 しない人だ 、その

かれが コレージ ュ ・ド ・フランスの教授 な どとは、 実に未聞 の スキ ャンダル

だ と。(→ ス タニスラス ・ジ ュ リア ソについ ては拙稿No29， p.81-82.参 照)。

 か れ は1830年 頃 に 中国北 部 陝西 省 に生 ーまれ た とい う。 そ して 自分 は “秀

才”(xiucai=siu-ts'ai)で あ るとい う。(秀 才 とは清代 の “生員 ”、す なわ ち

科挙の第一段 階の試験 に合格 した もの の、 まだ官吏 になれぬ ものを い う)。

 これ らの話 が ど こまで真 実 であ るかは誰 も知 らな い。 とにか くテ ィソは

1863年 に はジ ュデ ィッ トの家庭教 師 とな り、頻 繁 に ゴーチ ェ家 に出入 りす る

よ うになった。

 中 国語 に親 しんだ彼女 はや がて この国 の詩 の い くつかを瀟洒 な散文詩 に訳

しよ うと考 え始めた。 そ こで二 人はRichelieu通 りの帝 国図書 館 に通 いは じ

めた。 ほ とん ど毎 日Tinが つ いて来 た。 かれ らは趣 味 に合 った詩 を拾 いだ

し、それ を筆 写 して研 究 した。

 か れ らが用いた辞書 は ド ・ギー ニ ュの 《中仏羅辞典 》で あ る。 これ は1813

年 にパ リ帝国印刷局 よ り出版 された1千 余 頁 にわ た るフ ォ リオ大型版 であ る。

漢字 が2cm平 方 で彫 ってあ って、当時す で に稀本 で あった。二人 は この大

型本 を 「私た ち のポ ケ ッ ト辞 書」 と呼ぶ ことに した。(こ の辞典 につ い ては

拙稿NO31 p.84-87.参 照)。

 帝 国図書 館の中 国書 は貸 し出 しがで きない。 そ こで娘 は父 の威 光 を借 りる

ことに した。 テオ フ ィール は館長Jules Taschereauに 娘 が本 を借 り出せ る

よ うに頼 んだ。館長 は 当時中 国関係 書 のcuratorで あ ったStanislas Julien

に 相 談 した。相手 はな にしろ文 名赫hた るテ オフ ィール ・ゴーチ ェであ る、

特 別 に借覧 させ て もよい、 とい うこ とにな った。

 館 外借 出 しがで きるよ うにな った ので、二人 は近 くの喫茶店 で研究 した り、

家に持 ち帰 って勉強 した りした。 困 るのは、 テ ィンが長椅子 に横 になってす

ぐに居眠 りを始め る ことだ った。

 父 テオ フィール もジュデ ィ ッ トの仕事 に甚だ興味 を持 っていて、 と きどき

彼女 の草稿 をみず か ら詩 の形 に した。 それ らの下書 きは ほ とん ど失わ れたが、
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ひ とつだけ彼女 の記憶 に残 っている ものが あ る。 それ は次 の7音 節詩 句 であ

る。

Avant d'黎re ainsi li馥，

Que ne vous ai-je connu!

 の ち に触 れ るのだ が、彼女 の訳詩 集 の なか に “Tchang-Tsi” の 作 と称 し

て “Epouse vertueuse” の タイ トルを もつ詩 があ り、 その なか にrQue ne

t'ai-je connu avant d'黎re mari馥!」 とい う一句 が ある。 これ は張籍 の 「節

婦 吟寄東 平李 司空 師道 」中 の第3句 “恨 む可 し 未 だ嫁せ ざ る時 に相逢 わ ざ

りしことを” とい う詩句 を訳 した もので あ る(→ 第III章 、1参 照)。 す なわ

ち彼女 は父親 の7音 綴2行 句 を12音 綴1行 に変形 してみず か らの訳詩 集に取

り入れた ので ある。

 訳 詩 集 は1866年1月 には書 き上 げ られ ていた。 その タイ トルはD.ブ ラ ヒ

ムに よれ ぽ、 は じめ 《La feuille de Saule》 、 《L'ombre des feuiIIes

d'oranger，((Au bord de la rivi鑽e))，((Le Fleuve paisible))，((Le claire de

lune dans la mer》 な どが考 え られた。 そ して最終 タイ トルが 《Le Livre de

Jade》 で落 ち着 いたので あ る。(初 版 にお いて のみ これ らの タイ トルの漢 訳

と思われ る漢 字が刻 され てい る→本稿p.88参 照)。

 出 版 は翌1867年 の5月 まで遅 れた。筆 名のJudith Walterは 父 テオ フィー

ルが、す でに 〈L'Artiste>や 〈Le Moniteur universe1>な どの雑誌 に美 術

批 評 な どの投稿 を始 めていた この早 熟才媛 の娘 に考 えて与 えた もの であ った。

彼 女 は この初 版の第1頁 に 「ATin-Tun-Ling」 な る献辞 を刻 んだ(こ の献

辞 は再版以 降で は沫 消 され る)。

 あ たか も1866年4月 には ナポ レオ ン3世 がパ リで万 国博覧会 を開 いて、 ロ

シア、チ ュニジア、 トル コ、 日本 、中 国か らさまざ まの東洋物 品が陳列 され、

新 聞はそれ らの話題 で もち き りであ った のであ る。
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 II： そ の反響

 初 版 は少部数 とはい>xそ の題 名 は広 く世 に知 られ、の ちには アカデ ミー ・

ゴ ン クール叢 書 の 一 巻 と なった。 まず 父 テ オ フ ィール は ボ ー ドレール の

rles Bienfaits de la lune」 とい う散文詩 に触れつ つ、次 の よ うに書 いて くれ

た。

「この 絶 妙 な詩 に 匹敵 す るの は李 太 白 の詩 しか な い が、 これ は ジ ュ

デ ィ ット ・ワルテルが ま ことに うま く訳 してい る。 その内容 は……」。

 マ ンデスは 「自由詩 研究 の参 考 にな る美 しい散 文」 といい、 ヴ ェル レー ヌ

は 《夜 の ガスパ ール》 よ りも良い とい った。 エ レデ ィアは称 賛 の言葉 をル コ

ン ト・ド・リールに託 し、 コ ッペ は賛辞 を 「Le Moniteur universel」 に 書 い

た。

 一 冊 は当時Guerneseyに 謫 居 して いた ユ ゴーに贈呈 され た。 そ こには ユ

ゴーの名 が 漢 字 で 書 かれ て い た。 ユ ゴーは丁 寧 な礼 状 を書 い た(Hugo；

Correspondance， III，46-48.)0

 し ぼ ら く後 にはA・ フランスが この訳詩 が ボー ドレールの散 文詩 に匹敵す

ると言 った。

「ジ ュデ ィ ッ ト・ゴーチ ェは彼 女 の夢 の棲 家 として広 大 な東 洋 を創 造 し

た。 ま こ とに天賦 の才 とい うべ きだ。 彼女 はいつ も東洋 に旅行す るの は

嫌 が って いて、 シナも 日本 も見た ことが ない とい う。 しか し彼女 は よ り

以上 の ことを成 し遂 げた。 つ ま り東洋 を夢み て、彼女 の胸 底 のあ どけ な

い喜 びを もって東 洋 を満 た した ことだ。」(La Vie litt6raire.4e s6rie)

 ま た この訳 書 が 出来 あ が る頃、す で に彼 女 が 筆 を下 して いた 次 の著 作

《Dragon imp駻ial》 は フ ラソスで最初 の 中 国小説 で あ り、 マ ラル メや フロ

ベ ールな どが大 いに関心 を寄 せた。 ジ ュデ ィッ トはその才 と、 また それに劣
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らぬ若い美貌によって多 くの文人を魅了 したのである。

 もっとも当時のこうした評価はすべて訳詩のみを見ての判断である。ジュ

デ ィット・ゴーチェは極東文学の指導的紹介者だ と長年 フラソスの大衆にみ

られてきた(→W.L.シ ュワル ッ ニ「近代 フラソス文学にあ らわれた 日本

と中国」)。しかしこれを 「中国語の原典を独力で検討 し、該博な知識を駆使

して書かれたもの」(→ 同上書)と 言 うには躊躇 しなけれぽならない。

III=テ ィ ンのその後

 テ ィン ・トゥン ・リンす なわ ち丁敦齢 は、そ の後 もゴーチ ェ家 に出入 りし

て いた。 ジュデ ィ ッ トが父 の意 志 に逆 らってカチ ュール ・マ ンデス と交 際 し

ていた時 は、ふ た りの恋文 のや り取 りの配達人 の役 もしていた。 テオ フィー

ルが卒 した後 も、 ジ ュデ ィ ッ トとは相変 わ らず親 しい友 であ った。

 だ がふ た りの間 に と きど き口論 が起 こる よ うに なった。 エ ミール ・ベ ル

ジ ュラは テ ィンは手 癖 が悪 か った と報 告 して い る(Bergerat； 《Souvenir

d'un， Enfant de Paris》p.370.)。 す なわち テ ィンに盗癖 があ った とい うのだ。

それが事実 であ った か否 か はともか く、つ いに テ ィソは ジュデ ィ ッ トか らお

払 い箱 にされた。

 そ の後、安 ホテル に住 みつ いたかれ は隣家 の女教 師 と結婚 した。 だが それ

が重 婚で ある ことが発 覚 して訴 え られた。獄 中で かれは 《Le Petit Pantou-

fle》 な る中 国 小 説 を書 い た と い う。(こ れ は1875年 にCharles Aubertに

よ って仏訳 された らしい→上記 ミンデ ン論文。p.49)。

 出獄 後 のテ ィソは落 魄の異邦 人にす ぎなか った。例 の絹 の上衣 は 自か ら裁

縫 した綿 の上 衣 に代わ り、 自慢 の傘 も綿 の もの に代わ って いた。 白いサ ンダ

ルは ゴムの ブーッに代 わ り、一握 りの米 で飢>xを つ な ぐとい う漂 淪憔悴 のあ

りさまであ った。 ときどきジ ュデ ィッ千 か ら間接的 に物 品が援助 され ていた

よ うだが 、1886年 に卒 した。葬式 は ジ ュデ ィ ッ トがあげた。

 『白玉詩書 』 にはテ ィソの作 とい う3首 の詩 が仏 訳 され てい る。 また上 掲

ミンデ ソの論文 に拠 れ ば、 ヴィ リエ ・ド・リラダ ソが編集 した寿命 の短 か っ

た雑誌 「Revue des Lettres et des Arts」 に テ ィンの詩 が 《Chanson
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chinoise》 と して寄 稿 されてい る とい う。

第二章 『白玉詩書』の内容

1： 翻 訳 された詩人 た ち

 『白玉詩書』 に採 りあげられてその名が明記されている詩人は28名 、無名

氏が若干、作品はおよそ106首 を数 える。原詩 の選択 は 『詩経』か らはじ

まって漢代、唐代、宋代、清代にまで広範囲にわたっている。(初 版の収録

詩数は71首 。 ここでは1928年 版を底本にして論考をすすめてい く。文末 【注

記】を参照)。

 1928年 の増補版では漢字は一字 も刻せ られていず、各作者の名前もすべて

欧文表記で示 されている。 ジュディットが漢字を示すのに用いている欧文綴

りは、おおかた19世 紀旧来の習慣に添った ものであり、また全 く恣意的な綴

りや誤綴もある。したがってその原漢字を推定するのが容易でない場合 もあ

る。

 以下はわた くしが収録 された詩人名を初出順 に配列 して、それぞれを漢字

に還元し、かつ現在 フランスで用 いられている一般的 な欧文綴 り(E.F. E.

0.に よるromanisation)を 添えて一覧 した ものである。数字は収録 された

各詩人の作品数である。

1)Le Livre des Vers(→ 『詩 経 』、 Canon des po鑪es、 Che-king)4首 。

2)L'Empereur Ou-Ty(→ 武 帝 、1'empereur Wou des Han)1首 。

3)Li-Ta�鷄�(→ 李 太 白 、 Li Ta�o)18首 。

4)Thou-Fou(→ 杜 甫 、 Tou Fou)15首 。

5)Tchang-Tsi(→ 張 籍?、 Tchang Tsi※ 張 説)4首 。

6)Sao-Nan(?※ 陶 翰)4首 。

7)Tchan-Jo-Su(→ 張 若 虚 、 Tchang Jo-hiu)7首 。

8)Ouan-Tsi(→ 王 績 、 Wang Tsi)4首 。
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9)Sou-Tong-Po(→ 蘇 東 坡 、 Sou tong-p'o：Sou Che)8首 。

10)Inconnu(→ 無 名 氏)9首 。

11)Tsoui-Rou(?※ 崔 護)1首 。

12)Tchan-Tiou-Lin(→ 張 九 齢 、 Tchang kieou-ling)2首 。

13)Ly-y-Hane(→ 李 易 安 、 Li Yi-an：Li Ts'ing-tchao)6首 。

14)Li-Hung-Chang(→ 李 鴻 章 、 Li Houng tchang)1首 。

15)Tin-Tun-Ling(→ 丁 敦 齢)4首 。

16)J.Shuin-Ling(?※ 勣 齢)2首 。

17)C.Hsing-Ling(?※ 馨 齢)1首 。

18)Li-Oey(?※ 李 巍)3首 。

19)Thou-sin-Yu(→ 杜 審 言?、 Tu ch'in-niang)1首 。

20)Yan-Ta-Tchen(→ 楊 太 眞 、 Yang T'ai Tchen)

21)Kao-Ty(→(漢)高 祖 、 Kao-tsou des Han※ 高 帝)1首 。

22)Ouan-Tchan-Lin(→ 王 昌 齢 、 Wang Tch'ang-1ing)2首 。

23)Chen-Ts驤鶺si(→ 沈 栓 期?、 Chin Ch'ang-hsu※ 陳 子 績)1首 。

24)Ouan-Oui(→ 王 維 、 Wang Wei)1首 。

25)Tsoui-Tsong-Tch�(→ 崔 宗 之 、 Ts'ouei Tsong・tche)1首 。

26)Khong-Tse(→ 孔 子 、 K'ong tse(tseu)1首 。

27)Ouan-Po(→ 王 勃 、 Wang Po)1首 。

28)Heu-Yu(?※ 韓 愈(Han Yu))2首 。

  ※ 印 は1902年 の ジ ュ ヴ ァ ソ 版 に 刻 さ れ た 漢 字(巻 末 注 記1参 照)。

 翻 訳 され た作品数 の うえか ら言 えば、李 白の18首 が もっ とも多い。杜甫 の

15首 がそ れ に続 き、蘇 東波 、張 若虚 、李 易 安 な どがそ れ に次 ぐ。張 説(張

籍?)、 王 績 の4首 はそ の数 と且 つそ の独特 な訳 しぶ りにお いて い ささか注

目されね ぽな らない。

 “Heu・Yu” は ジ ュヴァソ版 には “韓愈 ”の漢字 を刻 してい る。 A・ ウェイ

リーも “Han-Y�h の 誤 綴 で あ る とい うが、韓 愈 の どの詩 の訳 で あ るか を

言 ってい るわ けではない(→ 《One Hundred and Seventy Chinese
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Poems》 ， p.21)。 わ た くしもまだ原詩 を同定 す るに到 って いない。訳詩 を見

る と韓 愈詩 の特徴 的 な性格 が明確 でない。 あるい は出典 が韓愈以外 で あるの

か もしれ ない。 しか し今 は と りあ えず 韓 愈 の こ ととみ てお く。 “inconnu”

若 干 のなか には “清代 の無 名氏” と注 記 した ものが1首 含 まれ てい る。

II： い くつかの指摘

 a)Sao-Nanと は何 者か

 以上 の27名 の うち、6)の “Sao-Nan” は 何者 で あ るか詳 らか に しない。

A・ ウェイ リーは これ を “T'ao Han” す なわ ち “陶翰 ”の誤読 であ るとい う

(→ 上掲書 同頁)。

 しか しわた くしが調 査 した と ころで は陶翰 の作 品 の、少 な くと も 『全唐

詩』 に載 せ る ものの なかには、翻訳 された4首 に相 当す るものが ない。む し

ろrLe gros rat」 と題す る一編 は、 あ き らか に 『詩 経』魏 風 の 「碩 鼠」 を

訳 した もので あ る!

 とすれ ぽほかの3首 もおな じ く 『詩 経』 か ら取 材 した可能性 がつ よい。

 そ こで “Sao-Nan” は “Tchao Nan” す なわ ち “召 南”の誤 りで は ない

か とも考 え られ る。 なぜ な ら “周南 召南” は 『詩 経』三 百篇 の首篇 で あるゆ

えを もって、 『詩経』 全体 の代 名詞 として使 う場合 が あるか らで ある。

 しか し結局わ た くしは これ ら3首 の訳詩 を同定す る ことがで きなか った。

ただその3首 のいずれ もが古雅 な雰 囲気 を醸 した作品 であ る ことに注意す れ

ぽ、 これ は唐 代 の陶翰 の作 品 な ど とい うよ りもず っと古 い詩、 や は り 『詩

経』 中の いず れかの詩句 を取 って きて創 意的 に構 成 あ るい は翻案 した訳詩 で

はないか とも憶 測 され るが、 これ も今の ところ疑問 としてお くよ りほかはな

い。

 b) 注 目すべ き選詩

 『白玉詩 書』 はデル ヴ ェの訳詩 抄 《唐代 の詩》(Po駸ies de l'Epoque des

Thang，1862)を お おいに参照 してい る。詩 人お よび作品 の選択 につ い て も、

唐詩 に関 してはデル ヴェのそれ と重 なる ものが多 い。
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 だ が そ の他 につ いては きわめ て独特 な選詩 が なされて いて、その着眼 の先

駆性 は注 目して よい。

 ま ず13)に あ げ る “Ly-y-Hane” 李 易安 、す なわち李清照 の作6首 の採 用

であ る(初 版 には見>xな い)。 この宋代 の女 流詩 人 は、 おそ ら くこの 『白玉

詩書 』増補版 にお いて ヨー ロッパ で は初 めて紹介 され た ものではなか ろ うか。

増補 版の序文 では40行 ほ どが この閨秀詩人 の紹介 に費 され てい る。 ちなみ に

コルデ ィエの 『書誌』 に よる とジ ュデ ィッ トに は李清 照に関す る雑誌論文 も

あ るらしい(→[Quelques grands po鑼es chinois et la po�esse Ly-y-

Hane]”La grands revue，”1901， IV， pp.543-553. cf. Cordier， p.1799)0

 も う ひ とつ は20)に あ げ る “Yan-Ta-Tchen” 楊 太 眞、す なわ ち楊 貴 妃

(Yang kuei fei)で あ る。 増補版144-145頁 に み るrVoeu d'amour」 の タイ

トルを もつ訳詩 は、 ジsデ ィッ トは これ を楊 貴妃 の作 として い る。 『全唐』

には巻 五 に楊貴妃 の詩 一編 を収 めて い るが 、 この 「Voeu d'amour」 は それ

に相 当す るもので はない。 出典 は別 に あ りそ うで ある。

 と ころで139-140頁 に 無名 氏の作 としてrVisite Matinale」 な る題 の訳詩

があ る。そ の首句 は以 下の よ うであ る。

La belle princesse Ko-kou驕C qui poss鐡e

le coeur du ma羡re， va lui rendre hommage.

 わた くしはたまたまこれが 『楊太眞外傳巻上』中の 「鯱國夫人主恩を承け、

平明馬に上 りて宮門に入 る。……」の部分を訳 した ものであることに気づい

た。ジュディットは これを無名者(inconnu)の 作 としているが、『外傳』

には 「當時杜甫に詩あ り云 く……」 とある。そこで 『杜工部集』を繙 くと、

なるほど絶句の部にこの詩が録 されている。

 実はさきのrVoeu d'amour」 も、おそらくこの 『楊太眞外傳巻下』中の

「秋七月、牽牛織女相見るの夕……復た下界に堕ち……決ず再び相見て好合

す ること舊の如 くならん」という部分と、白居易の 『長恨歌』 とを縫い合わ

せて翻案したもののようである。 『長恨歌』の方 もおそらく 『長恨歌傳』に
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拠 った のであ ろ う。

 『楊 太眞外 傳』 も 『長恨歌 傳』 もと もに唐代 小説 で あ る(実 は宋代 に作 ら

れた もの らしいが)。 これ らの小説 の原文 とジ ュデ ィッ トの翻訳 とを相互 に

比較 してみ ると、小説 中の一 断章 を弥縫 して可憐 な一 編 の散文詩 に変形 した

彼女 の器用 さにはま った く舌 を巻 か ざるを得 ない。

 要 す るにrVoeu d'amour」 とrVisite Matinale」 と は、 いずれ もその出

典を これ らの唐代 小説 に仰 いでい る と見 て よいのであ る。

 次 ぎ に18)に あ げ る “Li-Oey” で あ る。 ジ ュヴァン版 には これ に “李巍 ”

な る漢字 を当て てい るが、“李嶷 ” とい う詩 人 は存 在 して も李 巍 とい う詩 人

は知 られない。実 際わた くしは132頁 に 載せ る “Le Po鑼e se couche dans la

for黎 pour fuir la chaleur du soleil” な る訳詩 が李 嶷の 「林 園秋夜作」 で あ

るこ とを確認 した。李 嶷 の詩 の今 に存 す る もの は6首 で あ るとい う。 『全 唐

詩』 に採 録 す るのは4首 のみ であ る(→ 巻 百四十 五)。 これ に よって推測 す

るに訳者 はたぶ ん李 嶷の詩 を 『河岳英霊 集』 の うちに見 出 したの ではなか ろ

うか?

 “Li-Oey” の 他 の訳詩2首 は未 だ検 索 で きな い。(宮 廷 高顕 の生 活や 恋愛

を描 いた この訳詩 が、 ひ ょっと して李焜 の作 であ る とす れ ぽ、 これ らの作 品

の採 用 は、先 の 李 清 照 の場 合 と同 様 、 ヨ`｢ッ パ に お い て “詩 ” な らぬ

“詞”(t
s'eu)に お そ ら くもっと も早 く 目を 向 けた もの として注 目され る。

李焜 は南唐最後 の国王 で、2年 余 の捕虜生活 のの ち宋 の太 宗 に毒殺 された 、

いわ ば ジ ェラール ・ド・ネル ヴ ァルが描 く “El Desdichado” の よ うな亡 国悲

哀 の君主 であ る)。

 こうした選詩や翻案を見てみると、これは中国古典へのある程度長期間に

わたる深い造詣 と博い渉猟 なくしては不可能な作業である。

 すなわちここにはティン ・トゥソ ・リンの協力が きわめて大 きく、かれの

協力なしにはジュディットの この訳業は成就 しえなかったであろ うことは疑

いないのである。ティンはみずから清代の “秀才”一 科挙の第一段階の試

験に合格 した生員一 であると吹聴 していたとい う。それもあながち虚言 と
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断ずることはできないようである。

 背後にテ ィソの読書と口述があったとはいえ、 しか しながら先例のないこ

れらの新 しい詩人や作品をみずから取 り上げ、 さらにはこれをみずみずしい

フランス語でもって巧みに翻案した才媛 ジュディットの、若hし い大胆さと

創意はやは り刮 目すべきである。

 c) 珍 しい選択

 『白玉詩 書』増補 版 には後代 のア ン ソロジーに もめ った に現 れ ない珍 しい

名前 が 出てい る。 す なわ ちTin-Tun-Ling(→ 丁 敦 齢)の ほか増補 版 に現れ

るLi-Hung-Chang(→ 李 鴻 章)、 J.Shuin-Ling(→ 勣 齢)、 C.Hsing-Ling

(→ 馨 齢)な どであ る。

 李 鴻章 の訳 はrLa mer sans rivages」 と い うタイ トルの恋愛詩 であ り、

わた くしの未だ 出典 を検索 しない ものであ るが、 その フ ランス語 か らみ てか

な り意訳 した様子 がつ よい。

 丁 敦齢 につづ く勣 齢 お よび馨 齢 の何者 か は詳 らか に しない。訳詩末 尾 に注

記 され た制 作年 次 に よって 察す る に、J.Shuin-Lingな る もの は1891年 に は

東京 に いて1901年 に はパ リにい た人物 で あ り、C.Hsing↓ingは1898年 当 時

に北京 に いた人物 であ る。仏 訳 され た内容か ら推察 す るか ぎ りで は、 この三

人 の原作 は どれ も風味ゆ たか な詩 とは思 えない。

 さ て、 ひ と きわ 珍 しい の は “秋 ”の 部 類 に編 入 され て い る “Khong-

Tse” す なわ ち孔子 の作 と称す る詩で ある。訳詩 は大体 以下 の よ うな内容で

ある。

燃 えさかる夏は 秋の到来を急かせるのみにあらずや?

うるわしい春 も 憂鬱な冬を先触れるのみにあらずや?

日が東に出るのは 急いで西に沈むため。

すべての河の水は ただ海 に呑み込 まれるために流れて行 く。

だが季節は年 々に繰 り返 し、 日輪は日hに 夜への回帰を繰 り返 し、

水の流れはたえず新たにとどまることがない。
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人 が 浮生 を送 るの はただ一度 のみ。

だがその形体 や功業 のなに ほ どがあ とに残 るだ ろ う?

あ あ1 墳 墓 は また荒草 に蔽われ る!

 rStrophes improvis馥s」(即 吟)と い うタイ トルの下には 「高名な武人の

陵墓の前にて」 とい う意味の詞書が付せられている。ジュデ ィットは、

とい うよりむ しろテ ィンはとい うべ きか一 、いったいどこからこの典拠 を

得たのであろう?

 康熙五十八年(1719年)に 成る沈徳潜の 『古詩源』にはその 「古逸」の巻

に “孔子の誦” となすもの数章をのせている。だがそれ らはいずれ も片言隻

句であって、如上のような訳詩に相当するものではない。

 敢えて憶測すれぽ、これは 『論語』にのせる孔子のいわゆる “川上の嘆”、

すなわち 「子川上に在 りて曰く、逝 く者は斯 くの如 きか、晝夜を舍てず」

(子罕)の 一句を敷衍翻案 した ものではなかろ うか?

 とすれぽティソはこうした敷衍をなにか論語の俗流解説書に拠ったのであ

ろうか? あるいは(わ たくしは想像する)… …ジュディットはこの論語の

この子罕篇の一句に詩趣ゆたかな含蓄を直感す る、そ してこの句の解釈をか

たわ らのティンにねだる。例のごとくもの ぐさげに図書館の長椅子に半 ぽ眠

りかけているティソは、聖人の胸奥に窃かにわだかまっていたであろ う無常

の慨嘆を、若い女主人に請われるままにみずからの憶測を混 じえつつ講釈す

る。そしてジュディットは機敏な才知によって如上のよ うな即興的変奏 を作

り上げて興がる……。

 わた くしの想像の画面にはこのよ うな情景が浮かんで くるのだが、無論 こ

れもまたあ くまで憶測にす ぎない。

第三章 訳編の概観

 『白玉詩書』では上記のよ うな28名 の詩人の作品から翻訳の材料を得てい

るが、その訳詩106首 は8つ のテーマ別に類別されてアンソロジーを構成 し
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て い る。す なわち詩集 の編 成 は、作者 別 で もな く年代順(歴 代順)に 従 うも

ので な く、 テ ーマに分 けた類選 であ る。

 そ の テーマ も中国 の詩選 集 に伝統 的 な “勧学 ・懐古 ・詠 史 ・贈 答 ・節序 ・

閑適 ・感傷 ・詠物 ” な どの範 疇 に従 うもの で もない。以下 の よ うな8つ のテ ー

マは、 ヨー ロッパの受容者 に とっては よ り親 しみの あ るジャンル分けで あろ

う。

 Les Amoureux(恋 人)、 La Lune(月)、 Les Voyageurs(旅 人)、 La

Cour(宮 廷)、 La Guerre(戦 乱)、 Le Vin(酒)、 L'Automne(秋)、 Les

Po鑼es(詩 人)。

 初版にはこの 「恋人」の巻頭に “黄金柳葉浮水”、「月」の巻頭に “玩月談

情詩詞”、「旅人」の巻頭 に “遊花船觀娥”、「戦乱」の巻頭 に “織錦回文給

詩”、「酒」の巻頭に “談酒作樂提詩”、「秋」の巻頭に “秋詩遊景快樂”、「詩

人」の巻頭に “詩家勝百君主”の漢字が刻されている。 これはたぶんティン

の提案によったもの と思われるが、増補版ではこれが消>xて いる。

 ジュディットの翻訳手法の細かい検討は別に譲るとして、先ず ここでは類

別の順 にしたがってアンソロジーの全体を通観 したいと思 う。わた くしはそ

れぞれの編章からい くつかの訳例を拾い上げ、簡単な批評を加えたい。

1.「 恋 人」 の巻 につ いて

 8つ の部立 ての なか では もっ とも多 い42首 が、 この 「恋 人の巻」 に収め ら

れ てい る。つ ま り恋愛 のテ ーマこそ、 ジュデ ィ ッ トの ア ン ソロジーの主要部

分、 その想像的訳 業の飛躍 す る主翼 を構 成す る もので あ る。

 ま ず 『詩 経 』 の 「国 風 」 か ら 取 材 し た5篇 が 並 ぶ 。 冒 頭 を 飾 るrUne

jeune fille」 は 「鄭 風 」 の “将 仲 子 ” を 訳 し た も の で あ る 。 従 っ て 末 尾 に

rLivre des Vers， chant II， section VII」 と あ る の は 、 正 し くは 「chant VII，

section II」 と 書 き 改 め ら れ る べ き で あ る。 ま たrChants traditionnels de
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1'an 2500-a 1'an 1000 avant notre鑽e」 、す なわ ち この民謡 の年次 を紀元前

2500年 か ら1000年 の もの とい う注 記 は、17世 紀 以来 の、あ るい は18世 紀 の

ヴ ォルテ ール な どが強調 した 『詩経』成立 の年代設 定で あ る。

 と ころで18世 紀 の イエ ズス会 士 シ，t 師 に この “将 仲 子” の先 訳 が あ る

(→ 拙稿NO21， p.50-51参 照)。 ジ ュデ ィ ッ トが この シボ ーの散 文訳 を参 照 し

た か ど うか は明確 には断言 で きな い。 おそ ら く見 なか った ので はなかろ うか。

 い っぽ うデル ヴェの 《唐代詩 集》 の影響 は、 これをか な り詳 細 に参照 した

形跡 が明瞭 で あ る。た とえぽrVengeance」 の タイ トル を付 す訳詩 で あ る。

これ は鄭 風の “女 日鶏鳴” を極 めて 自由に変奏 した翻 訳で、 ジ ュデ ィッ トは

みず か ら “interpr黎ation”(想 像 的 解釈)と 断 って い るが、《唐 代詩 集》 の

序文 中にあ るデル ヴェの訳 の影響 を濃厚 に受 けてい る。

 「Criminel amour」 と 「Retour dans le royaume de Tsi」 は 「斉風」 の

“南 山” と “載 驅 ”を 訳 した もの で あ る
。前 者 をrchant VI」 、 後 者 を

rchant X」 と して いるのは、や は りそれぞれ 「chant VIII」 に訂 正 しなけれ

ぽな らない(こ こで も巻番号 と章 番号 が混 同 され てい る)。

 こ の “南山” と “載 驅” は、斉の襄公 が妹 の文姜 と淫 した不 倫 の恋 を風刺

した民謡 であ る とい う。原詩 はか な り難解 で あるが、 しか し不 倫 のテ ーマ は

大 いにジ ュデ ィッ トの興味 を惹 いた にちが いない。

 rLa fleur d'oubli」 は 「衛 風」の “伯兮 ”の 自由訳で あるが、 よ く出来 て

い てむ しろ原詩 よ りも佳品 の よ うに見 える。

 漢の武帝の 「秋風辭」が恋愛詩 に類別 されてここに配列 される。すなわち

「懐佳人兮不能忘」の “佳人”が、後 の多 くの欧訳 と同様に恋人の意味 に解

釈されているのである。訳 しぶ りは、デルヴェや後来の欧訳に比べていっそ

う繊細な感覚がゆ きわたっている。

 李 白 の作 品 は ここに8首 取 られて いる。 その うちrUne bonne fortune

sur le chemin」 は 李 白の 「陌上贈 美 人」の訳 だ が、訳詩 自体 の統 一 も取 れ

て いて佳 訳で ある。
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 ま た 「Strophes improvis馥s devant 1'empereur MING-Hoang et sa belle

favorite TAI-TSUN」 と長 い タイ トルの あるのは、「清平調詞三 首」 の訳 で

あ る。 これ はデ ルヴ ェが翻訳 を放 棄 しかけた とい う難物 で あ り、 ジ ュデ ィ ッ

ト訳 はそ のデル ヴ ェ訳 を細か く参 照 してい る。 しか しこの場合 はデル ヴェ訳

を器用 に変形 しただ けにす ぎない。

 杜 甫4首 の うちのrLa plus belle」 は 、「佳 人」(絶 代 有佳人 幽 居在空谷

……)の い ささか冗長 な訳で あ り
、後 の3首 は原詩 を検 索 で きな いが、 おそ

ら くadaptationで あ ろ う。

 問 題 の “Sao-Nan” の 作 と称 す る ものの訳 で あ るが、 その “Sao-Nan”

の 何者た るかを読者諸 氏が推測 す る材料 とな る と思 うので、 ここにその うち

の可憐瀟洒 な一首、rUn jeune po鑼e pense灣a bien-aim馥」 を転写 してお

こ う。

 La lune monte vers le coeur du ciel noc-

turne et s'y repose amoureusement.

 Sur le lac lentement remu驕C la brise du

soir passe， passe， repasse， en baisant l'eau

heureuse.

 Oh!quand accord serein r駸ulte de l'union

des choses qui sont faites pour s'unir!

 Mais les choses qui sont faites pour s'unir

s'unissent rarement.

rL'駱ouse vertueuse」 は ジ ュ ヴ ァ ン 版 に は “張 説 ” と あ る が 、 こ れ は 明
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ら か に張籍 の 「節婦 吟」 の 自由な抄訳 で ある。 ジ ュデ ィッ トは この古詩十行

を器用 に刪節 して、 しゃれ た恋愛詩 に変換 してい る。 その巧 み な才 は驚 くべ

きで あ る。た とえば原詩 の結 句 「君 に明珠 を還 して雙涙垂 る、恨む ら くは未

だ嫁せ ざる時 に相逢 わ ざるを」 の訳 は、

 Que ne t'ai-je connu avant d'黎re mari馥!

Mais駘oigne-toi de moi， car j'appartiens

aun epoux.

 Au bord de mes cils， voici deux larmes

tremblantes；ce sont tes perles que je te

rends.

すなわち 「わが眉端 より雙涙垂 る、是れ君に還すべき明珠な り」 とい う風に

モダンな、いわぽ西洋的嗜好 に変奏 しているのである。

 12世 紀 の女流詩 人李易安(李 清照)の6首 の訳 は、 さすが に女性 同士 の神

経細 か な同化作用 が見 られ る。 いっぽ う李鴻章 や テ ィン ・トゥン ・リン、 お

よび清代 の “J.Shuin Ling” “C. Hsing-Ling” な る者 の恋 愛詩 は、魅力 に欠

け るよ うで ある。

 II=「 月 」 の巻 にっいて

 まず 李 白の 「玉 階怨」 の多少不満 を残す訳 があ り、 さらに同 じく李 白の作

とす るrPres de l'embouchure du fleuve」 の タイ トルを付す作 品がつづ く。

原詩 は未詳 であ るが、訳詩 その ものは不思議 な魅 力 を もって いる。

 そして艶麗な張若虚の 「春江花月夜」が来る。しかしかなり自由な訳であ

る。その中か ら一編だけ訳詩 を紹介 してお こう。原詩を簡潔に裁断 してイ

メージの鮮明さを出そ うとしている。
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 Un seul nuage se prom鈩e dans le ciel；

ma barque est seule sur le fleuve.

 Mais voici la lune qui se l钁e， dans le ciel

et dans le fleuve；

Le nuage est moins sombre.

 Et moi je suis moins triste， dans ma

barque solitaire.

[原詩] 白雲一片去悠h

青楓浦上不勝愁

誰家今夜扁舟子

何處相思名月樓

III「 旅 人 」の巻 について

 冒頭 のfLe d駱art d'un ami」 は李 白の 「送友 人」で ある。 読後 に蕭条 た

る秋風 の吹 き過 ぎるが ご とき余韻 を残 す送 別詩 の名作 で あ るが、 その結 句

「手 を揮 って茲 よ り去 る、蕭 々 として斑馬鳴 く」 に対 して、

 D'un long hennissement， mon cheval

cherche灑appeler le v�re... Mais c'est un

chant d'oiseau qui lui r駱ond!...

 「わが馬は嘶いて君の馬を呼ぶ、 しか し答えるのは鳥の歌 のみ」と無用な

添加を加 えたのは、訳者の巧知が過ぎてこの場合いささか うるさい。

 李 白はまた 「静夜思」がrL'Auberge」 の タイ トルで収め られ てい る。

「頭を擧げて名月を望み、頭を低れて故郷を思 う」 とい う対句が、「私は頭を
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上 げ て名 月に向 かい、 これ か ら旅 すべ き国 々と見知 らぬ人 々の ことを思 う。

そ して頭 を低 れ て寝 台 に向か い、わが故 郷 とも う逢 えぬ友 どち を思 う。」 と

い うロマ ン派 的 な対 想に変換 され ている。 これ もまた煩わ しい。

 さ きに問題 に した “Sao-Nan” と称す る不詳 の作 者 のrLe gros rat」 を

ここに収 め る。 しか しなが らこれ は間違 い な く 『詩経 』魏風 の 「碵鼠」 に取

材 した もの で あ る。わ た くしが “Sao-Nan” を “召 南 ”の誤 用 で は な いか

と推察す るゆ えんであ る。

IV二 「宮廷」 の巻 について

 第 二章 のII-bで ふ れ た 『楊太 眞外 傳』 か ら取材 した2編 が ここに ある。

それ よ りもここで注 目すべ きは 「Insomnie」 と 「Mont馥 d'automne」 の タ

イ トル を付す 杜甫 の 訳 であ る。 前者 は五 律 「春 宿 左省 」の 訳 で あ る。 ジ ュ

デ ィ ッ トは よ く想像力 をはた らかせ て原詩 に同化 しよ うと努力 して いる。 し

か し尾聯 「明朝封事 あ り、 しば しぼ問 う夜如 何 と」 の訳 は、

 Car le Ma羡re aime灣'enqu駻ir， aupr鑚

de moi， de ce que fut la beaut馘e la nuit.

 「主上(帝)は わたしに下問があるだろ う、昨夜の美景如何な りしと」 と

なっていて、 これでは “封事”(天 子に差 し出す意見書)の 内容が有 り得 ざ

る閑話 となってしま う。原詩に横溢する杜甫の誠実な心情、中国の註釈家が

い う “忠誠の至心”なるものは、彼女の想像力の及ぶべ くもないもののよう

だ。一般 にこうした中国詩人の政治的な心情 は、ジュデ ィットに限 らず、

ヨーRッ パ人には理解 されがたいようである。ましてや憂愁に痩せた老杜の

思いは、かれらのサソバシイの届 きかねる疎遠なポエジーと言わ なければな

らない。

 rMont馥 d'automne」 は 厂秋興八首」のことである。 この有名な七言律

詩 はまた とりわけて難物で、その8首 すべてを訳し通 した努力はおおいに評
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価 さ るべ くも、や は りこれは彼女 の手 に余 る作 品で はなか った ろ うか。

 す なわ ち詩 中に散在す る多 くの故 事典拠、 あ るいは地 名や人名 の固有名詞

をいかに処理す るか、欧文 訳者 はおそ ら く並hな らぬ困難に遭遇す るで あろ

う。先駆 者 デル ヴェも同 じくこの8首 をrChant d'automne」 の タイ トル で

訳 してい るが、 それ に付 したかれ の訳 注 は細字 で7頁 余 にわた ってい る。

 ジ ュデ ィッ トの アン ソロジ ーには訳 注を いっ さい付 さないか ら、翻訳 の困

難 は倍 加 してい る。 無名 の協 力者 テ ィン ・トゥン ・リンの苦 労が いかほ どで

あったか、他人事 なが らわ た くしは同情 に耐 えない。

 原 詩 中の地名人 名 は、 デル ヴ ェの場 合 と同 じく、 こ こで も漢語 の音 をそ の

まま ローマ字表記 で示 してい るが、 た と ，z..ぽ“長 安”(Tch'ang an[ngan])

を “Tchane-Gane” と綴 るが ご とき一層難解 な転写 が多 い。

V： 「戦乱」 の巻 につい て

 こ こには漢 の高祖 の 『大風 歌』 のほか、7首 の訳 を収 めてい る。 ところが

そ の7首 は そ れ ぞ れ にLi-Ta�鷄驕A Thou-Fou、 Ouan-Tchan-lin、 Chen-

Ts驤鶺si、 Li-Oey、 Inconnu、 な ど と作者 の名 を付 して い る もの の、原詩 の

同定 は きわめ て困難 で ある。

 た だ “Ouan-Tchan-Lin” の 名 を付 した次 の一 篇、

 Ala t黎e de mille guerriers furieux， au

bruit forcen馘es gongs， mon mari est parti，

courant apr鑚 la gloire.

 J'ai d'abord騁駛oyeuse de reprendre ma

libert馘e jeune fille.

 Maintenant je regarde de ma fen黎re les

feuilles jaunissantes du saule；灣on d駱art，

elles騁aient d'un vert tendre.
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 Serait-il joyeux， lui aussi， d'黎re loin de

moi?

 タ イ トルは 「De la fen黎re occidentale」 と な ってい るが、 このタイ トル

か らも、 また冒頭 の一 節のみ を手 掛 か りに して も、 原詩 は探索 で きない。注

意 深 く最後 まで読み通 してみ ては じめ て、 これ は王 昌齢 の 「閨怨」 の訳 で は

ないか とい うこ とに気 づ くのであ る。

  「閨中 の少婦 愁 いを知 らず、春 日 粧 いを凝 らして翠楼 に上 る。忽 ち

  見 る 陌 頭 楊 柳 の色、悔 ゆ ら くは 夫 婿 を して封侯 を覓 め せ し こと

  を。」

 すなわち訳詩の首節 は、原詩の結句を自由訳 して冒頭 に転置 したもので

あったのだ。原詩の内容は、夫が遠征に出たのち若 い妻が春景色に逢 ってひ

とり空閨を守る怨みを述べたものであるが、訳詩 のほ うはなにか夫のサ ラ

リーマソを単身赴任に送 り出した現代の主婦のような、 きわめてモダンな ド

ライな解釈である。

 解釈のモダンなところはともかく、このように訳句のなかに原詩への手掛

かりを残している場合はまだ幸いである。ジュデ ィットの想像力は、原詩の

解読 とその詩想への同化に向かってはた らく場合 と、まった く原詩か ら逸れ

て恣意的な想像の空間に飛 び出してい く場合 とがある。後者の場合しばしぼ

原詩は、もはやその面影をも残さぬほどに変形 されてしまう。

 原形を留めぬほ どに翻案されたものに、なおも原作者の名をかぶせるのは

やは り憚るべ きではなかろ うか。翻訳取材のあ りかを示すとして作者の名を

記すのであれば、“adaptation” な り “interpr騁ation[libre]” な りの注記

を掲げるべ きではなかろ うか。 しかし集中にこの表記があるのは、さきに述

べた 「女日鶏鳴」のみである。

VI=飲 酒 の巻 について

ここに録 す る8首 の うち、 ジ ュデ ィッ トの翻訳 の好 例 と して評 家が よく引



96

用 す るrLe Pavillon de porcelaine」 は 、李 白の名 を冠 してい るものの以下

の よ うにま った くの 自由翻案 であ る。

「“陶器の亭”二人工の小湖のなかに緑 と白の陶器の亭が立っている。そ

こには虎の背のように湾曲した白玉の橋が架け渡 されている。亭中には

数人の友が羅衫をまとい、温めた酒を飲 んでいる。かれ らは頭巾をあみ

だにかぶ り袖をまくって、愉快げに談論しつつ詩作 している。湖面に映

る橋の倒影はまるで宝玉の弦月のようだ。羅衫の友たちはそんな陶器の

亭で頭を垂れて盃を傾けている。」[以 上大意]

 原 詩 の探 索 を徒労 に終わ らしめ る ものに なお原作 者の名 を冠 す るのは、翻

訳者 として不誠実 な態 度 と言 わ なけれ ば ならない。 少 くとも学 問的 な翻 訳 に

あ っては許 され ない ことであ る。 とはい>x、 そ もそ も彼女 の企 てが “学問”

に あ ったの で はな く、異 邦東 洋 の詩 に オ リジナル な詩 想 を探 訪 す るこ とに

あった とい うのな ら、 これ も敢 えて非難 すべ き筋 合 いではな いか も知 れ ない。

 後 世 は彼女 をLouisa Siefert， Marie Dauguet， Lydie de Ricard，

H�1鈩e Vacarescoな ど と 並 ぶ 女 流 詩 人 と し て 遇 す る(→Robert

Sabatier=《Histoire de la po鑚ie fran軋ise》)。 ジ ュデ ィ ッ トに とって は

“シ ノロジス ト” の名 よ りも
、た ぶ ん “詩 人” の名の ほ うが本望 で あ った ろ

う。

 この訳詩 も翻訳 と しては荒唐無稽 なが ら、 しか しなにか不思議 な幻想的雰

囲気 を放 ってい る。 当時 の ヨー ロ ッパの読者 に も、一篇 の小散文詩 の斟みす

べ き佳 品 と映 っただ ろ う。

 これ と同様 な翻 案 の作 が何首 か続 く(こ こで も “jade” す なわ ち “玉” の

字 が頻 用 され る)。rChanson sur le fleuve」 とい う訳詩 は典拠不 明だが、 ど

うや ら李 白の 「江 上吟」 を大胆 に裁 断 して創 作 した ものの よ うだ。

 そ れか ら飲酒 の テーマで は欠 かす ことので きない杜甫 の 「飲 中八仙歌」 が

出て くる。 デル ヴェの懇切 丁寧 ない さ さか冗長 な訳 に くらべ ると、 今度 は

ジ ュデ ィッ トの簡潔を工 夫 した直 訳調 のほ うに軍配 が上 が りそ うであ る。 た
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だ し翻 訳 としては 出来 が よ くて も、 ヨー ロッパの読者 のほ うか らす れ ぽ、 こ

の直訳 調 は少 し難 解 か も知 れ ない。

 さて全22行 の原 詩 の なか の、「蘇 晉 は長 齋 す 繍 佛 の前、醉 中 往hに し

て逃 禪 を愛す。」 の句 は、 ときに この “逃 禪” の文字 の意味 が議論 され る こ

とがあ るの で、 ここにデル ヴ ェの訳 とジ ュデ ィ ッ トの訳 を対比 して並べ てみ

る……

Sou-tsin， devant l'image de Bouddha， garde un jeQne des

   plus s騅鑽es；

Mais quand il commence瀉oire， il oublie la doctrine et

   le couvent.               [デ ル ヴ ェ 、 p。210.]

 Sou-Tsin， longtemps， s'est nourri de ra-

cines， en m�itant， devant la broderie trans-

parente qui voile le Bouddha.

 Quelquefois， quand il est ivre， il aime�

s'isoler， et s'absorbe， comme autrefois， en

Bouddha. [ジ ュ デ ィ ッ ト、p.191.]

 す な わ ちデル ヴ ェは酒 を飲 んで “禅 か ら逃 げ る”意 に解 し、 ジ ュデ ィッ ト

訳 は孤 り酔 うて “禅へ逃 げ る” と解 してい る。(こ の句 の場合 はた また まデ

ル ヴェ訳 が簡 潔 で、 ジ ュデ ィ ッ ト訳の ほ うが親 切 であ る)。 また後者 の訳 中

に 「Sou-Tsin， s'est nourri de racines」 とい うその “racines” は “蔬菜 ”

の意 味 で あ ろ う。多 分 ジュデ ィ ッ トは、 デル ヴェが別 の箇 所 で “藕 絲” を

“racines” と訳 してい るの に倣
ったの であ る。

 さてそれ は ともか く、“逃 禅” の解釈 としては いず れ が真意 に近 いで あろ

うか? 思 うに “逃禅 ”の語 は このふたつ の意 味 を同時 に含 んでい る。す な

わ ち この蘇晉 とい う男は、酔郷裡 に禅 の一境 を見 出 してい るのであ る。
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VII=「 秋 」 の巻 について

 こ こに収 め られた作 品の数 は、「恋人」 の部 に次 いで2番 目に多 い16首 で

あ り、作者 も孔 子 、王勃、 王績 、張説(張 籍?)、 杜 甫 、王 昌齡、韓 愈、蘇

東坡、 テ ィン ・トゥン ・リンと多彩 であ る。

 孔 子 の詩 と称す る もの につ いて は、す で に述べ たの で省略 す る(→ 第 二章 、

ILC)。 わ た くしは ここで もまた杜甫 の訳 につ いて触れ なけれ ぽな らな い。

何故 な ら原典 との対 照 を除外 して訳詩 だ けを眺 め る と き、“Thou-Fou” の

名 を冠 した訳品 が就 中 もっ とも魅力的 であ るか らだ。

 収 め られた4首 の うち、3首 につ いては原典未詳 であ る。rPendant que

je chantais la nature」 の タイ トルを付す ものは、 ど うや ら 「陪諸貴 公子丈

八溝携 妓納 涼晩 際偶雨」 の デル ヴェ訳(→ 《唐代 詩 集》p.187-8)か ら、 そ

の一節 を裁断 して 自由 に翻案 した ものの よ うに見 える。

 3首 はすべ て同様 の手法 で、す なわ ち杜甫詩 中の いず れかの詩句 を 自由に

集句 して構成 した ものか、 あ るいはその一句 か ら創 作的 想像を ほ しい ままに

した ものか、 いず れかで あろ う。

 そ うい う創作的 想像 として これ らの訳品 を見 るとき、真 実の杜甫 とはほ ど

遠 い とい うものの、 しか しフランス語 に よる独特 な舒情詩 として一種 清新 な、

鑑賞す るに足 る不 思議 な味 わい を これ らが持 って いる ことは認め ざ るを得 な

いのであ る。

 も う一首 のrLe beau palais de jade」 は 「玉 華宮」 を訳 した ものだが 、

こち らの ほ うは翻 案で もな く創 作的付 加 もない。 杜甫 の翻 訳 としては、 デル

ヴ ェの訳 に比 して もまった く遜 色 のない、集 中上 々の出来で あろ う。

原詩 は和訓 の一 例を もって示 し、 これ と訳詩 を対比 して掲載 しよ う。

       玉 華 宮  Le beau palais de jade
 たにめぐ

 溪 廻 り て 松 風 長 し 、

En faisant mille circuits， le ruisseau court， sous les sapins，
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entre lesquels le vent s'allonge.
            かく

  蒼 鼠 古 瓦 に 竄 る 。

Les rats gris， s'enfuient， vers les vieilles tuiles.

        いずれ

  知 ら ず 何 の 王 の 殿 ぞ 、

Aquel roi fut ce palais?... on ne le sait plus_

  遺 構 絶 壁 の 下 。

Le toit avec les murailles， au pied de ce rocher a pic， tout est tomb6.

  陰 房 鬼 火 青 し 、

Les feux-esprits， nξis du sang des soldats tu6s， hantent la ruines.

           そそ

  壞 道 哀 湍 瀉 ぐ 。

Sur la route d6teruite，1es sources qui s'6coulent， semblent

sangloter des regrets.

          しようう

  萬 籟 眞 の 笙 竿 、

Et， du bruit de toutes ces eaux vives，1es 6chos forment une

v6ritable musique.

  秋 色 正 に 瀟 灑 。

La couleur de 1'automne， jette sa douce m61ancolie， sur toutes choses.

                ●

             な

  美 人 黄 土 と 爲 る 、

H61as!la beaut6 de celles qui， la， furent belles， devient

maintenant de la poussi6re jaune!

       すなわ        かり

  况 ん や 乃 ち 粉 黛 の 椴 な る を や 。

Aquoi servit， alors， d'admirer le charme factice du fard， et

meme la vraie beaut6 qui s'en ornait， non moins que lui，

6ph6mere?...

        きん よ    じ

  當 時 金 輿 に 待 す 、

Et ce roi!Qu'est devenue la garde fringante， qul accompagnalt

son char dor6?

           せき ば

  故物 獨 り石馬のみ。
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De tant de biens， de tant de cr6atures， que lui reste-t-il

aujourd'hui?rien de plus qu'un cheval de pierre， sur son tombeau，

         し

 憂 い 来 りて 草 を 藉 い て 坐 し 、

Une profonde m61ancolie me vient... Sur la natte que m'offre

1'herbe douce， je m'assieds.

        は   み

 浩 歌 し て 涙 把 に 盈 つ 。

Je commence a chanter... Mes larmes， qui d6bordent， mouillent

mes mains， me suffoquent!...

 ぜんぜん

 冉 冉 た り 征 途 の 間 、

H61as!tour a tour， chacun s'avance， sur le chemin.

 誰 か 是 れ 長 年 の 者 ぞ 。

Et tous savent， bient6t， qu'il ne conduit a rien.

 玉華宮は647年 に唐の太宗 によって避暑地 として建 てられた離宮である。

しかし都長安から離れす ぎた山中にあったため廃棄せ られ、一時は寺 として

用いられていたが、杜甫がここを訪れた時にはすでに100余 年の星霜を経て、

散乱 した瓦の間に鼠が匿れひそむ荒廃 した遺跡 となっていた。

 冒頭の2句 はこれを描写する。以下この仏訳を少 しデルヴェ訳 と比較 しな

がら検討 してみよう……

          いず

 第3句 の 「知 らず 何 れの王 の殿 ぞ」 は反 語疑問 であ る。す なわち詩人 は

離宮 の余 りの荒 廃 に、 これがわ が唐 王朝祖宗 の建立 とは重 々承知 しなが らそ

れ が信 じ られ ない とい うので あ る。

  一Aquel roi fut ce palais?... on ne le sait plus...     (ジ ュ訳)

  一Aujourd'hui sait-on quel prince 61eva jadis ce palais?   (デ 訳)

 反 語 疑問 の ニュアソスは、余 白の多 いジ ュ訳の ほ うにやや感 じられ る。

              そそ

 「陰房 鬼火青 し、壞道 哀湍瀉 ぐ」。 うす暗い北の部屋には青 白い鬼火が

見 え、崩れた道の両側からは谷水が溢れ流れている。
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 「鬼 火 」 に つ い て ジ ュ 訳 は “Les feux-esprits， n駸 du sang des soldats

tu駸， ” と い い 、 デ ル ヴ ェ は こ こ の 一 句 を

  一Sous forme de flammes bleu穰res， on y voit des esprits dans les

   profondeurs sombres；

と訳 し 、 そ の う え さ ら に 脚 注 に お い て 中 国 人 の い う “feux d'esprits” は 、

フ ラ ン ス 語 で は む し ろ “feux follets” と い うべ き で あ る と 指 摘 す る。 訳 句

の 正 確 丁 寧 は デ ル ヴ ェ に 譲 る べ き も 、 ジ ュ デ ィ ッ トの 簡 潔 な 訳 も そ れ ほ ど難

解 で は な い 。

      しようう

 「萬籟 眞の笙竿、秋色 正に瀟灑」。渓川の音、松風の音こそまことに笙

簫の管楽の響き、秋の自然の色こそまことに清曠にして瀟洒華麗ではないか、

と原詩はい う。 ここに至って両者の訳は大きな相違 をみせ る。

一Et
， du bruit de toutes ces eaux vives， les馗hos forment une

v駻itable musique.

 La couleur de l'automne， jette sa douce m駘ancolie， sur toutes

choses.                       (ジ ュ訳)

一Ces dix mille voix de la nature ont un ensemble plein d'harmonie

 Et le spectacle de l'automne s'harmonise aussi avec ce triste tab-

  1eau.                       (デ 訳)

 いずれもこの緊縮 した五言対句の含蓄の豊かさに対等 しうる訳ではない。

“萬籟”についてはデルヴェの直訳は意味不明であ り、ジュ訳はこれを渓水

の響 きのみに単純化 して文意明瞭である。「秋色正に瀟灑」も、いずれの訳

にも不満が残 る。“瀟灑”は秋の自然景観の爽潔 をい う。

 この対句において杜甫は、 自然と人事の対比に深い感慨を寄せているので

ある。その点、ジュディット訳が “瀟灑”を “蕭々”の意に誤解 したふしが

あるにせ よ、詩意の一面がよ く通 じ流れて次の句につながってい く。

 すなわち廃墟の実景 を叙景 したのち、原詩 はこの見事 な対句を軸に して
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「美人 黄土 と為る……」以下の感情の吐露展開に入る。 したがってこの一

篇を 「●」印によって二段に分けたジュディット訳の処置は適確であ り、 こ

れには多分注解書を渉猟 したティンの示唆があったであろ う。
     ぜんぜん

 叙 情 は 「冉 冉 た り 征 途 の間、誰 か是 れ長 年 の者 ぞ。」 とい う感 慨 を もっ

て締 め られ る。

  一H61as!dans ce chemin de la vie， que chacun parcourt a son tour，

   Qui donc pourrait marcher longtemps!

とい うデル ヴェの訳 に対 して、 ジ ュデ ィッ ト訳 は決 して引 けを とるものでは

ない。

 この よ うに一篇 の訳 全体 を通 して眺 め る とき、「玉 華宮」 の ジ ュデ ィッ ト

訳 は、その詩情風 韻 の一面 を よ く転置 せ しめ得 た佳訳 となってい る。

 Vlll：「詩 人」の巻 につ いて

 この最後 の部立 て には李 白3首 、杜 甫4首 、蘇 東坡3首 のほか、王績、張

説(張 籍?)、 張 若虚、 お よび “Sao-Nan” か らそれぞ れ1首 の計14首 を 収

めてい る。杜甫 の4首 はいずれ も 「春 日憶李 白」 な どの寄李 白詩 編 か ら取 っ

た らしい翻案 であ る。 ここで は蘇東坡 、王績 、李 白か ら3首 の訳例 を拾 って

み よ う。

 ま ず “Sou-Tong-Po” の “Esquisse” な るものの和訳 を示 そ う。

「緑の竹林の外に、二三枝の桃の花。/ 今は春! 川は水ぬるむ頃、

鴨たちがそれを知 る最初の者だ。/ もうセ ロリー草 とイグサの芽が地

上に伸びそめている。/ 今 こそ、 この季節の旬の、ハコフグを釣 りに

い く時だ。」

 これ は “Esquisse”(素 描)の タイ トルを付 して い るが、 じつ は 「惠崇 春

江 晩景」の訳 であ る。原詩 の転結 は 「簍蒿 地 に満 ち 蘆 芽短 し、正 に是 れ

河 豚上 らん と欲 す るの時。」 であ る。簍 蒿(ヤ マ ヨモ ギ)と 蘆 の芽 は フグの

中毒 を避 け る とい う。 とす れ ぽ “簍 蒿 ”に “c駘eri”、 “蘆 ”に “jonc” の 訳
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語 を与 えたの は正 しか った であ ろ うか?

 そ れ は ともか く何 故訳者 は この詩 を “詩 人” のテ ーマに分 類 した ので あろ

うか? 翠 竹紅桃 の眺め を喜 び、春江 に糸を垂れ るのが詩 人に固有 の楽 しみ

と解釈 したため であろ うか?

 次 ぎ に “Tchang-Tsi” の “La feuille blanche”(白 紙)と あ る もの の和

訳 を示 そ う。

「頭をかかえて、私は紙面を眺めあかしている。それは先 ほどか らずっ

と白いままだ。/ 私はまた眺める、墨液が筆先 に乾いてしまっている

のを。/ 私の思考は眠っている、 このまま醒めることがないのではな

かろ うか?/ 私は陽だま りの野原に出かけて行 く、そ うして高草の茂

みにわが手をさまよわせる。/ こちらには柔 らかい木立が見え、向こ

うには雪 に化粧 した美 しい嶺が赤 く陽に照 らされている。/ 私はゆっ

くりと歩む雲の姿をも眺める、そ して烏たちの嘲笑を浴びなが ら書斎 に

戻って くる、/ふ たたび紙の前にすわるが、筆下の紙はあいかわ らず

白いままだ。」

 張 説(も し くは張籍?)の 作 だ とい うこの作品 の原詩 を探索 して も、 おそ

ら く徒労 に終わ るだろ う。

 も うひ とつ “Li-Ta�鷄驕h の 作 と称す る “Les caract鑽es騁ernels”(永 遠

の文 字)な る訳 を紹 介 しよ う。

「作詩に耽 りつつ、私は窓外 の揺れている竹を見ている。 あれはまるで

水が揺れているようだ。擦れあ う葉 さきの音は滝のせせ らぎを聞 くよう

だ。/ 私は紙の上 に文字を書き下す。遠 くから見れぽ、それは梅の花

片がさかさまに雪の上に落ちかかるようだろう。/ 新鮮な ミカンの果
                  たもと

も、もし女があま りに長いあいだ羅紗の袖 に入れていれぽ萎れてしまう。

霜が陽に当たって融 けてしま うように。/ だがこうして私が紙に書 き

下ろす文字は、永遠 に消えることがない。」
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 李 白作 と称す る この詩 を同定 す る ことも、お そ ら くまた不 可能で あろ う。

これ らはま った く彼 女の 自由創 作 とみ なけれ ばな らない。

 “La Feuille blanche”6こ は、あた か もステ フ ァーヌ ・マ ラル メの よ うに 白

紙 を前 に して不 能 に苦 悩 す る中 国詩 人 が い る! ま た “Les Caract鑽es

騁ernels” に は、「我 が ミューズへ の オー ド」 を書 い た ピエ ール ・ド ・ロ ン

サ ールを数 百年前 にす で に先取 りしてい るかの よ うな李 白がい る!

 『白玉 詩書 』が もた らす と ころ の文 学的 意味 の ひ とつ は、次 の よ うに言 え

るだ ろ う。 われわれ は これ らの不 可思議 な意匠 をま といつ つ且 つ奇妙 な魅 力

を放 ってい る幻想 の詩 人像 を、 フランスの若 き才媛 の中 国詩訳 業の思 いが け

ぬ贈 り物 として受 け取 るのだ と。

【注記1】 この稿においてわたくしは論旨が錯雑す るのを避けるために、初

    版 と増補版 とのあいだの異同には細か く触れないように した。異同

    のことについては次稿に譲るつ もりである。

【注記2】 はじめわた くしは、1928年 のJules Tallendier版 を底本にして本

    稿 の執筆にかかった。次 ぎに1867年 のAlphonse Lemerre版 を見

    ることができたが、 このいずれの版も作者名はローマ字のみで示 さ

    れていた。わた くしはかなりの労力を費やしてこれを漢字に還元し

    たのであった。

     ところがまさに本稿の初校の成らんとす る時、わた くしは1902年

    のFelix Juven版 を閲覧することができた。そ してここに作者名の

    漢字が刻 されていることを知 ったのである。原稿には急遽いくつか

    の訂正を施さねぽならないことになった。

     しかしこのジュヴァン版の漢字には若干の疑問が残っている。 こ

    れについても次稿において触れるつもりである。


